
　

宮
城
い
き
い
き
学
園
の

文
化
祭
が
10
月
に
仙
南
、

大
崎
、
石
巻
、
気
仙
沼
・

本
吉
、
登
米
・
栗
原
の
５

校
で
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
る
。

　

展
示
と
ス
テ
ー
ジ
発
表

の
２
部
門
に
分
か
れ
、
在

校
生
が
日
頃
の
活
動
の
成

果
を
披
露
す
る
。
各
校
の

開
催
日
時
と
会
場
は
次
の

通
り（
開
催
日
時
順
）。

▽
仙
南
校　

10
月
１
日
㈯

午
後
０
時
20
分
、
岩
沼
市

民
会
館

▽
気
仙
沼
・
本
吉
校　

10

月
10
日
㈷
午
後
１
時
、
気

仙
沼
市
は
ま
な
す
の
館（
気

仙
沼
市
本
吉
町
）

▽
石
巻
校　

10
月
15
日
㈯

午
前
９
時
45
分
、東
松
島
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

▽
登
米
・
栗

原
校　

10
月

15
日
㈯
午
前

10
時
半
、
栗

原
市
若
柳
総

合
文
化
セ
ン

タ
ー

▽
大
崎
校　

10
月
15
日
㈯

午
前
11
時
15

分
、パ
レ
ッ

ト
お
お
さ
き

（
大
崎
市
古

川
）

いきいきライフみやぎ （10）

宮城いきいき便り

　

１
９
９
１
年
に
開
校
し

た
宮
城
い
き
い
き
学
園（
県

社
協
が
運
営
）で
、
初
の

親
子
入
学
で
話
題
と
な
っ

た
母
佐
々
木
ツ
ネ
コ
さ
ん

（
91
）、
長
女
美
枝
子
さ
ん

（
68
）＝
共
に
美
里
町
在
住

＝
が
今
年
３
月
に
卒
業
し

た
。

　

ツ
ネ
コ
さ
ん
は
毎
朝
、

美
枝
子
さ
ん
よ
り
早
く
午

前
５
時
半
に
起
床
し
、
夜

は
午
後
10
時
半
に
就
寝
。

就
寝
時
間
が
遅
い
よ
う
に

思
え
る
が
、
本
人
は「
昔
か

ら
こ
う
だ
か
ら
」と
さ
ら
っ

と
答
え
る
。

　

美
枝
子
さ
ん
は「
母
は
食

欲
旺
盛
で
、
ご
飯
も
お
か

ず
も
残
さ
ず
食
べ
る
。
た

だ
、
学
園
を
卒
業
し
て
か

ら
は
外
に
出
る
機
会
が
少

な
く
な
っ
た
せ
い
か
、
足

腰
が
少
し
弱
く
な
っ
て
歩

く
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ

て
き
た
よ
う
で
す
」と
話

す
。

　

学
園
に
入
学
し
た
き
っ

か
け
は
、
当
時
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
働
い
て

い
た
美
枝
子
さ
ん
が
同
僚

か
ら
勧
め
ら
れ
た
こ
と
。

　

ぜ
ん
そ
く
で
血
圧
も
高

い
ツ
ネ
コ
さ
ん
が
家
で
１

人
留
守
番
を
す
る
生
活
の

中
、「
母
を
独
り
に
し
た
く

な
い
」と
思
っ
た
美
枝
子
さ

ん
が
、
ツ
ネ
コ
さ
ん
に
も

学
園
を
薦
め
た
と
こ
ろ「
入

学
し
た
い
」と
二
つ
返
事

だ
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
４
月
か
ら

大
崎
校
の
第
22
期
生
と
し

て
、
母
娘
の
学
園
生
活
が

始
ま
っ
た
。「
大
崎
校
に
は

私
が
運
転
す
る
車
で
向
か

い
、
親
子
と
も
ど
も
、
楽

し
い
道
の
り
で
も
あ
り
ま

し
た
」と
美
枝
子
さ
ん
。

　

学
園
で
は
２
年
間
で
44

回
の
学
習
日
が
あ
り
、
２

人
は
机
を
並
べ
て
学
習
を

重
ね
た
。
修
学
旅
行
委
員

会
や
民
謡
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
、
他
の
在
校
生
の
温
か

い
励
ま
し
を
受
け
、
２
年

間
の
学
園
生
活
を
皆
勤
賞

で
飾
っ
た
。

　

年
１
度
の
文
化
祭
で
は
、

日
頃
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
成

果
を
仲
間
と
ス
テ
ー
ジ
発

表
。
学
年
代
表
と
し
て
親

子
で
体
験
を
披
露
し
た
。

親
子
の
生
活
、
仲
の
良
さ

を
話
し
た
と
こ
ろ
、
会
場

か
ら「
長
生
き
の
秘
訣（
ひ

け
つ
）が
分
か
っ
た
」と
喝

采
を
受
け
る
場
面
も
。
２

人
に
と
っ
て
文
化
祭
は
一

番
楽
し
か
っ
た
思
い
出
だ
。

　

大
崎
校
の
第
22
期
生
は

在
学
中
に
音
楽
愛
好
会
を

結
成
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
始
め
た
。
現
在
ま

で
大
崎
市
古
川
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
栗
原
市

栗
駒
の
障
害
児（
者
）施
設

な
ど
で
オ
カ
リ
ナ
や
サ
ッ

ク
ス
の
演
奏
、
花
笠
音
頭

の
披
露
な
ど
地
域
貢
献
活

動
を
行
い
、
２
人
も
こ
れ

に
参
加
し
て
い
る
。

　

美
枝
子
さ
ん
は
現
在
、

美
里
町
の
健
康
協
力
員
と

し
て
各
種
検
診
の
周
知
や

申
込
書
配
布
な
ど
に
携
わ

る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
懇
親
を
深
め
る

活
動
を
地
道
に
続
け
て
い

る
。
ツ
ネ
コ
さ
ん
は
通
っ

て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

得
意
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

を
披
露
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
培
っ
た
技
が
生
か

さ
れ
、
他
の
利
用
者
を
喜

ば
せ
て
い
る
。

　
「
母
が
生
き
て
き
た
有
様

を
見
る
と
、
こ
の
年
で
も

積
極
的
だ
っ
た
り
、
人
の

た
め
に
尽
く
し
た
り
す
る

姿
が
よ
く
分
か
る
」。
最
後

に
美
枝
子
さ
ん
が
ツ
ネ
コ

さ
ん
を
評
し
た
言
葉
が
印

象
に
残
っ
た
。

母
娘
で
共
に
学
ん
だ
２
年
間

佐
々
木
ツ
ネ
コ
さ
ん
、
美
枝
子
さ
ん

い
き
い
き
学
園
卒
園
生
（
大
崎
校
第
22
期
）

■期　　間／12月1日㈭～4日㈰

　　　　　　10:00～16:30

　　　　　　（4日は15:00まで）

■会　　場／宮城県美術館 県民ギャラリー

　　　　　　（仙台市青葉区川内元支倉34-1）

■展示作品／県内在住の60歳以上のアマチュア

の方による創作作品（日本画・洋画・

書・写真・工芸）を展示

■入 場 料／無料

■そ の 他／10月31日㈪まで作品を募集してい

ます

宮城県社会福祉協議会いきがい健康課

TEL022-223-1171

問い合わせ先

10月１・10・15日
いきいき学園文化祭

福祉の仕事を求めるあなたと
福祉の職場の懸け橋となります

問い合わせ先
ご利用時間　月～金曜、第3土曜 9:00～17:00
休　　　日　土（第3除く）・日曜、祝日、年末年始
〒980-0014
仙台市青葉区本町3-7-4 宮城県社会福祉会館1階
TEL022-262-9777　FAX022-261-9555

宮城県福祉人材センター宮城県福祉人材センター
福祉人材無料職業紹介所福祉人材無料職業紹介所

第24回
宮城シニア美術展

第24回
宮城シニア美術展

仲よくほほえむ
佐々木さん母娘

「
大
漁
唄
い
込
み
」
に
合
わ
せ
て
踊
り
を

披
露
し
た
昨
年
の
石
巻
校
の
文
化
祭


